
 

飛行機搭乗について 
 
①搭乗から到着空港まで 

 ・集合場所で、各自 1 枚ずつ搭乗券を受

け取る。 

・便名・搭乗口の確認 

・機内持込手荷物と手荷物（飛行機に預

ける）の区分け。 

 

・荷物預かりカウンターにて搭乗券を提

示して、手荷物を渡す。 

・引換券を預けた個数分受取る。 

・貴重品・壊れ物は預けられない。 

 

・搭乗券を提示する。 

・機内持込手荷物を係員に預ける。 

・Ｘ線探知機をくぐる。（金属を持って通

るとブザーが鳴る。） 

・ハサミ・ナイフ等は機内持込できない。

 

・遅くとも２０分前迄に搭乗口に集合。

・搭乗券を改札機に通して搭乗。 

 

 

・指定座席にいく。 

・機内持込手荷物を足元及び荷物棚に入

れる。 

・着席し、シートベルトをしめる。 

・リクライニング・テーブルは安定飛行

の案内があるまで使用しない。（トイレ

使用も同様。） 

 

・ターンテーブルで自分の荷物をとる。

・係員に引換券を渡し、外に出る。 

・指定された場所に集合する。 

①搭 乗 券 の 受 取 り

②手 荷 物

③ハイジャック検査

④搭 乗 口

⑤機 内

⑥到 着 空 港

 

②手荷物について（全日空） 

預 け る 手 荷 物 

重さは１５ｋｇまで（機内持込分を含
む）。４５ｋｇを超える場合は、預かっ
てもらえない。預ける荷物は、３個まで。
大きさの限度は高さ 50ｃｍ＊幅 60cm＊
奥行 120cm まで。 

機 内 持 込 手 荷 物 

ひとり１つまで（高さ 55cm＊幅 40cm＊
奥行 23cm）。キャリーバッグ等は持ち込
めないので、預ける。 
ペットボトルや水筒は持ち込まない。 

貴重品・壊れやすいもの

現金・貴金属・宝石類・有価証券・美術
骨董品などの高価品、時計・カメラ・パ
ソコン・酒類・ガラス製品などの壊れや
すいものについては、預ける荷物の中に
入れない。 

機 内 で の お 願 い 

前に座席のない席（スクリーン前・非常
口・隔壁前）は足元に荷物が置けないの
で、座席の下または座席上の共用収納棚
に収納する。 
非常脱出の妨げになる場所へ荷物を放
置することは法律で禁止されている。 

機 内 持 ち 込 み 
で き な い も の 

ハサミ、ナイフ類、カミソリ、工具など
凶器となると判断されるもの。預ける手
荷物の中に入れる。 

常時使用できないもの 
携帯電話、ＰＨＳ、パソコン、携帯情報
端末など作動時に電波を発信する状態
にあるもの。 

離 着 陸 時 に 使 用 
で き な い も の 

携帯電話、ＰＨＳ、パソコン、携帯情報
端末、テレビ、ラジオ、ビデオカメラ、
ＤＶＤ、ＣＤ、ＭＤプレーヤー、デジタ
ルカメラ、電子手帳・辞書、電卓、電子
ゲーム機、電気かみそりなど 

 
③乗り継ぎがある場合 
（１）乗り継ぎがある場合、手荷物は最終目的空港まで預ける。 
（２）乗り継ぎ空港では、先生・添乗員の指示により速やかに 
   行動する。 
（３）経由便の搭乗口付近で搭乗券を渡す。 


